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光安定材料への酸添加による協働的光分解技術の創成 

 

 

 

 

  



 

 

研究成果の概要 

本研究では、光と化学添加剤を用いた協働分解反応を開発し、高分子材料中に導入すること

で、高感度な光分解性に基づく低環境負荷材料や高機能材料でありながらも、自然光の下でも長

期にわたって利用可能な安定材料を実現する。本年度は、(1) 紫外光と酸を利用した白金アセチ

リド錯体の協働分解反応を可視光へと拡張し、(2) ケイ素化合物に基づく光・酸協働分解反応のメ

カニズムを詳細に解析し、協働分解性を高度に制御することを目指した。 

まず光・酸協働分解が可能な白金アセチリド錯体に着目し、分解機構を詳細に評価することで、

応答波長として紫外光から可視光への拡張に成功した。白金アセチリド錯体に対する紫外光と塩

化水素による分解反応は、白金錯体への光照射に伴う一重項酸素の生成を鍵とした反応機構に

基づき、クロロ白金錯体と塩化アルキンを生成した 1)。そこで、可視光による光励起とエネルギー移

動を介して一重項酸素を生成することで知られているイリジウム錯体を光増感剤とした、新たな協

働分解反応を探索した。その結果白金アセチリド錯体は、塩化水素とイリジウム錯体との共存下に

おいて、青色光の光照射によって効率的に分解反応が進行することが明らかとなった 2)。 

 続けて、酸と光の協働分解性を示すケイ素化合物を架橋剤とするゲル材料に対して、紫外光照

射下における動的粘弾性測定の経時変化を追跡した。酸の存在下においては光の照射に応じて

貯蔵弾性率が大きく減少した一方で、酸を含まない場合は一定の弾性率を示した。プロトン源の依

存性としては、弱酸である酢酸においては反応速度が低下した一方で、様々なカウンターアニオン

を持つプロトンに対しても応答が示された。従ってこの材料はアレニウス酸と光の二刺激が協働的

に作用することで分解可能な材料であり、酸の有無によって安定性と光加工性を大きくスイッチン

グ可能であることが明らかとなった。 
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